
 

 

 

 電気安全九州委員会は、令和７年５月19日に福岡市内で第67回委員会を開催しました。「令和

６年度事業及び収支決算報告」を行うとともに、「令和７年度事業計画、収支予算（案）及び電

気安全九州委員会役員等の選任」の２議案を上程・審議し、全て原案どおり承認されました。 

 

 冒頭で挨拶に立った福田委員長は、「感電等死傷事故が令和６年度は４件

と直近５ゕ年で最小となっており、これは電気関係従業員皆さま方のご尽力

の賜物ではあるが、我々委員会の諸活動も微力ながら貢献できたもの」と思

料、「但し、死傷事故の内容では、『電気工事を行うことが、電気主任技術者

に事前に連絡されていなかった』など、工事関係者間のコミュニケーション

不足による事故が多数見られる。電気事故を撲滅していくためには、常日頃

から直接対話等で意思疎通を図り、関係者間で安全対策を十分打合せたうえ

で工事を行うことが何よりも重要」と指摘。『安全は全てに優先する』という

考えのもと、委員の皆さまのご支援を頂き、電気保安の確保と電気事故の未

然防止を図り、引続き感電死亡事故ゼロを目指していきたい」との考えを示

しました。 

 

 引き続き、委員会顧問代理の河田光昭九州産業保安監督部企画調整官が

挨拶し、電気事故の防止と安全確保、知識普及等への尽力に対する感謝の

意を示した上で、電気は、生活や産業の基盤を支える重要なエネルギーで、

社会全体の安定や発展に直結している。「令和６年度九州の電気事故は、暫

定値62件で、感電・アークによる死傷事故は４件、波及事故は31件。電気の

安全な利用のため、感電事故や火災の防止、電力供給の安定性の維持などの

電気保安の確保が不可欠である」と指摘。「電気安全の確保のため、公共の安

全確保や電気事故の未然防止を、関係機関との連携を一層強化し、重大事故

発生時の初動対応の迅速化、防災情報の共有等防災体制の充実を図り、また、

事故の原因分析を徹底し、再発防止への取組を強化していく所存である」と

述べるとともに、「関係機関が連携を図り、電気の保安を推進する皆様の協力

をお願いする」との考えを示しました。 

 

 なお、令和７年度の具体的な事業については、 

 (1)電気安全に関する意識の啓発を図るため、「電気使用安全月間」を中心に電気関係業界と協

力し、様々なツールを活用した情報発信を充実させ、積極的なＰＲ活動を実施する。 

 (2)関係団体からの推薦をもとに審査・調査を行い、電気保安功労者を表彰する。 

 (3)電気事故防止及び、安全確保を図るとともに、電気技術者の技術向上を推進するため、各種

講習会を開催または協賛する。 

 を柱として計画しています。 
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